
令和元年度　伊万里市立波多津小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

〇教職員の資質向
上

・授業研究の推進

・西部型授業の実践

・「学び合い」や西部型授業を中心に
日々の授業の実践を行う。
・全員が研究授業を行い、授業研究会
を行う。
・全職員が、センター講座もしくは県内
外の研修会等に積極的に参加し、研修
を深める。
・全職員の共通理解のもと、児童理解
や支援方策の具体化の推進を図る。

・研究授業を行い、「分かる授業」への創意工夫と、客
観的な自己評価をする。
・各種研修会の案内を随時全職員に周知し、参加を
積極的に勧める。
・「授業のステップ１・２・３」を活用し、日頃の授業実践
を振り返る機会を作る。

B

〇「授業づくりのステップ」を活用し「西部型授業」を実践し
た。めあてとまとめがつながる授業、振り返りを意識した授
業を行った。
〇全学年で研究授業ができた。課題もみえた。研究授業以
外でも他の職員の授業を観て学ぶ機会があった。
△知識を詰め込むだけの授業で終わってしまうことがある。
思考力を鍛えていかなければならない。

・校内研の年間反省を確実に次年度に
つなげる。
・テストの点数だけではなく、比較、説
明、まとめるなどの力をつける活動を行
う。
・児童が自己表現する授業をしなければ
ならない。
・互いの授業を参観し指導の工夫に気
づく機会を増やす。

●学力の向上

・授業と家庭学習とのつな
がり

・自己表現のできる児童の
育成

・全国学力学習状況調査の結果を分
析・検討し、授業改善を行う。
・宿題の内容や取り組み方を職員で共
通理解し、保護者と協力して学力の向
上に取り組む。
・話し合い活動の活性化に取り組む。
・時と場を考えた言動ができるようコミュ
ニケーションの能力を高める。

・授業の始めと終わりに「立腰」を行い、姿勢を正し、
心を落ち着けて学習に臨ませる。
・音読や暗唱、読書の推進により語彙数を増やし、「読
む力」を育成する。
・漢字・計算のミニテストや、宿題のやり直しの徹底。
・学習ノートの使い方の指導を行う。
・一人学びの時間を確保し、自分の考えを持たせて、
グループの話し合いに生かすようにする。
・スピーチをする、話し合う、議論する、説明する等の
場の設定。

B

〇全校朝会で立腰の指導があり、学級でも指導を繰り返し
て向上してきた。△しかし、まだ十分ではない
〇算数の問題文にアンダーラインを引くことや、国語の三文
作り、辞書引き学習に取り組んだ。
〇スピーチタイムの設定と異学年グループでの実施。
〇学習状況調査の結果分析を行い、授業改善に役立て
た。苦手問題のプリントを作成し、朝の時間や宿題で取り組
んだ。
△聞く力が十分育っていない。前の発言を受けて自分の意
見を出す、議論するなどが不十分。

・三文作り、辞書引き学習の更なる実
践。継続と徹底。１年生から辞書使用。
・問題文にアンダーラインを引くことを定
着させる。他の学習にも広げて読解力の
向上につなげたい。
・姿勢が悪い児童や手まぜをする児童
がまだ多い。立腰を徹底し、授業に向か
う姿勢を作る。
・全学年で共通の授業の流れのプレート
を使用する。

○教育の質の向上
に向けたICT利活
用教育の実施

・ICT利活用教育の推進

・情報モラルの指導

・授業担当者全員が電子黒板を活用し
た授業を行う。
・情報モラルの模擬授業を行い、具体
的な授業のイメージを持つことができる
ような研修会を行う。
・タブレットを活用した授業を行う。

・プログラミング学習の研修会に参加し、タブレットを
使ったプログラミング学習の方法を学ぶ。
・調べ学習や学び合い等にタブレットを活用する。
・ＩＣＴ機器の利活用に関する研修を学期に一度程度
実施し、情報交換や指導方法について意見交流でき
るようにする。
・夏季休業前に、各学級の実態に応じた情報モラルに
ついての指導ができるような資料を準備する。

B

〇上学年担任がプログラミング学習の研修会に参加し、体
験できた。「プロゼミ」のパンフレットの配布し個人で体験で
きた。
△授業を行うソフトが入っていない、時間がないなどの課題
がある。
〇電子黒板やタブレットの活用ができている。
〇情報モラル研修会を児童と保護者合同で実施した。社
会科の情報についての学習にも関連させて行った。
△資料の配布や個人での体験に終わっていて、職員全体
の研修に至っていない。

・校内の研修として講師を招いてプログ
ラミング学習の理論研修を行う。
・タブレットを使ってプレゼン形式で発表
させる。調べ学習のみに利用するので
はなく、表現の手段として活用する学習
を行う。

● 志を高める教育
・自らの夢や目標の実現
に向けて努力する気持ち
を高める教育活動の推進

・学習や行事等にめあてをもって取り組
む。
・学ぶことへの意欲を高めるため、実感
を伴う指導を行う。
・夢や目標を意識する場を設定する。

・行事などの前にはめあてを決めて取り組ませ、達成
に向けて努力するよう声掛けをする。
・全教科、行事等で学んだことを振り返り、学んだこと
の価値付けを行い、学ぶことへの意欲を高める。
・2分の1成人式や、卒業式に向けての取り組みで、夢
や目標について自ら考えさせる時間や場面を設ける。

B

〇日々の授業は、めあてを提示して目的意識を持たせた。
〇行事ごとにめあてや目標を決めさせて取り組ませた。ま
た、学期のめあてを決めさせ、声掛けをして意識づけてき
た。
△将来の夢や目標をもっている児童が少ない。

・めあてをもって授業に取り組むことを継
続する。西部型授業の継続
・学期の目標をたてる。キャリアパスポー
トを活用する。

〇特色ある学校づ
くり

・波多津小行動目標「にこ
にこ笑顔、きびきび行動、
はきはき返事・挨拶・自己
表現、どんどん挑戦」を柱
とした自主性・道徳性・規
範性の育成
・「チーム波多津」としての
自覚と使命感
・家庭や地域との連携

・「にこきびはきどん」児童の意識を100%
にする。
・授業参観や学校行事等の案内・周知
を図り、保護者の参加率を90％にする。
・「家読」の達成率を60％にする。
・学校経営方針について常に地域に発
信し、意識を共有し、児童を育ててい
く。
・「どこでも・いつでも・だれにでも」を合
言葉に地域と学校で児童を育てる。

・職員通信「ほっとタイム」等を活用し、新学習指導要
領で具体化された「生きる力」について、研究と実践を
積み重ねる。
・学校通信を定期的に発行したり、ホームページを随
時更新したりすることにより、情報発信をする。
・お知らせメールでも授業参観や学校行事の周知を
積極的に行う。
・地域人材や教材の開発を進め、コミニュティセンター
と協力した体験活動を推進する。

B

〇児童行動目標は意識が高まった。更に言葉から行動へと
移るよう全教職員で系統性のある指導を継続する必要があ
る。
〇ホームページを随時更新し、閲覧数を伸ばすことができ
た。
△地域での挨拶はまだ不十分である。
〇豆腐づくり、田植え・稲刈りなどの体験、保護者の協力を
得た家庭科や総合の学習ができた。コミュニティーセンター
に見学、町探検で地域の方の協力を得た学習ができた。

・「いつでも・どこでも・だれにでも」に「先
に」を加えて、挨拶の意識を高めていく。
・児童の行動目標が達成できるように、
可視化できる手立てが有効だと考える。
・学校便りやホームページで発信する場
合、学校の経営方針が明確に伝わるよう
工夫する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

〇危機管理

・通学路の安全点検及び
安全指導

・食物アレルギー等への
対応

・緊急時の対応マニュアルを使って、全
職員が自分の動きを確認し、危機に備
える。
・日頃から児童の危機管理意識を高め
ておく。
・通学路の安全点検を随時（出勤中・退
勤中・校区内パトロール・町内パトロー
ル等）行う。
・教職員が食物アレルギーに関する知
識を習得すると共に、対象児童につい
て共通理解する。

・様々な危機を想定し、全教職員が自分の動きを職員
連絡会で確認し、避難訓練を実施する。
・火災、不審者等、地域の実情に即した避難訓練を年
間５回実施する。
・月2回、各地区のスクールバスのバス停（6ヵ所）と井
野尾横断歩道で登校安全指導を行う。
・安全マップを見直し、育友会全体で児童の安全を確
保する。
・食物アレルギー等緊急時に備えた研修会を学期毎・
夏季休業中に計画的に行う。

A

〇給食後にアレルギー様症状を訴えるケースがあった。す
ぐに対応ができた。アレルギーの申出がなくても、いつでも
対応できるようにしておく必要がある。
〇通学路マップを新たに作成。
〇各避難訓練を計画通りに実施できた。危機の際の自分
の動きを確認して引き渡し訓練も行い、引き渡しカードの年
度更新もできた。
〇定期的にバスの利用の指導を行い、決まりを守って乗車
できている。交通指導も計画通りに実施できた。
〇毎日が集団下校なので、日々、安全指導ができた。
△児童の危機意識が足りないように感じた。

・アレルギーの対応について年一回の
職員研修の実施
・引き渡しカードの年次更新を確実に行
う。
・専門の方を招いての指導
・通学路の安全点検を継続する。
・新入児童の通学路の確認。

●心の教育

・道徳の時間の充実

・心の教育3点セットの活
用

・年１回以上、全学級で保護者が参加
する授業公開を行う。
・縦割り班活動を通した仲間作りを充実
させる。
・市作成「いのちの教育指導資料」等
「心の教育３点セットを授業で活用す
る。

・週１時間の道徳の授業を確保する。
・いのちの教育指導資料を活用し、命に関わる内容の
授業を展開する。
・校内放送で毎日「伊万里っ子しぐさ」カレンダーを読
み上げたり、童謡を放送で流したり、集会などで歌っ
たりする機会を設ける。
・週1回の健康タイムを行い、縦割り班の交流を深め
る。

B

〇道徳の授業はほぼ計画どおりに達成できている。
△童謡を放送で流すことができていない。
〇自分の考えを持たせて、発表の機会を多くして道徳の授
業が行われている。
〇縦割班で高学年が低学年のお世話をする様子がよく見
られる。昼休みも他の学年で遊ぶ児童が多い。学年を超え
たつながりを作っている。

・自己を振り返る人権学習が必要であ
る。自分の差別する心に気付くことが出
発点である。
・童謡を朝の放送等で流したい。

●いじめの問題へ
の対応

・いじめの実態把握に努
め、教育相談体制の充実
を図る

・温かな学級集団の形成

・豊かな心の形成

・いじめを許さない集団作り
・早期発見、早期対応できる学校組織
体制の整備（ＳＣや関係機関等との連
携）
・学校と家庭及び地域との連携に努め
再発防止に役立てる。

・日々の観察とともに、「いじめアンケート」に学校独自
の内容を入れて年2回実施し、児童の実態を把握す
る。
・個別の面談を定期的に実施し、いじめ等の早期発見
に努め、職員の共通理解を図る。
・職員研修を充実させる。
・道徳教育や人権教育の推進を図る。
・役員会や保護者会でも研修を行う。

B

〇表情やあいさつ・返事の様子など日々の観察を行い、声
をかけてきた。
〇児童間のトラブルがあれば複数の職員で連携をして対応
した。
〇アンケートで気になることがあったら、担任が聞き取りを行
い、対応している。県の共通アンケートで実施した。
〇人権集会や「いいねハイタッチ」の取組ができた。

・気にかけておきたい児童の共通理解
できる時間の設定
・個別面談を定期的に取り入れたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●健康・体つくり

・体力の向上

・食育の充実

・一輪車を通して平衡感覚を身につけ
ると同時に、体力の向上を図る。
・朝食の喫食率を90％以上にする。
・年間を通して食育に関する授業や指
導を担任や養護教諭が行う中で、自ら
の健康に関心を持ち、望ましい生活習
慣を身につける。

・定期的に一輪車に乗る時間を確保する。
・生活実態調査を行い、「早寝・早起き・朝ご飯」を指
導する。
・日々の給食時間に食事のマナーや健康についての
情報を発信する。
・養護教諭や栄養教諭と連携を図り、児童の実態に応
じた指導を行う。

A

〇健康タイムを活用し一輪車や縄跳びができた。委員会活
動としてスポーツレクを企画できた。
〇朝食はほとんどの児童が食べている。
〇養護教諭や栄養教諭、給食センターの職員と食育に取り
組むことができた。掲示物でも食育を推進した。
〇健康教育の授業参観を行った。
〇歯磨きの個別指導に取り組んだ。
△ソフトボール投げ、上体起こしは県平均を下回っている。

・スポレクなどを活用して運動に親しむ
きっかけを作る。
・体育のカリキュラムに一輪車の時間を
確保する。
・ネットで動画を視聴する時間を自己管
理できるように指導する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●業務改善・教職
員の働き方改革の
推進

・業務の役割分担と適正
化

・勤務時間に関する意識
改革

・学校における情報を保護者や地域に
発信し、それぞれが担う役割について
再確認する。
・教職員間でお互いの状況を理解し合
い、情報共有ができる環境を作る。
・各部での提案で業務改善を意識す
る。

・育友会、地域との共通理解の元、登校指導等を学校
や地域、育友会で役割分担する。
・業務記録等で教職員の勤務状態が可視化できるよう
にする。
・ICTの活用により、業務時間の短縮に努める。
・部会開催の前に、業務改善の視点を持つよう声をか
ける。
・定時退勤日を設定し、放課後の行事を入れないなど
して実質的な取組とする。

B

〇朝の交通指導・バス指導の当番を負担減になるようにし
た。下校指導は、曜日で当番を決めたことで当番日が分か
りやすくなった。
〇各担当で行事の効率化を試行錯誤してきた。
〇定時退勤日には原則として育友会行事を入れていない。
〇業務記録表の入力をクリックだけでできるシステムを導入
し、試行中である。

・育友会の理解と協力を得て、学校行事
の見直しを行う。
・定時退勤日を職員全員で実践するよう
声をかける。管理職が定時退勤を率先
して行う。

〇幼・保・小・中連
携

・保育園から小学校、そし
て中学校へのスムーズな
接続

・青嶺中学校区教職員連
絡協議会の実施

・夏季休業中に全職員が保育園への保
育参観を行う。
・中学校への授業参観を行う。
・小学校と保育園の交流の機会を増や
す。

・相互の授業参観を行い、情報交換や相互理解を図
る。
・保護者授業参観の案内を配布し、学校の様子を積
極的に知らせる。
・保育園との交流活動を開催する。
・中学校と学力向上の方策について、協議会等を通じ
て共通理解を図り、連携を強化する。

B

〇実態をつかむため、夏休みに保育園の参観をしている。
情報交換もできた。
〇1年生は、保育園児との交流を計画し、楽しみにして活動
できた。
〇中学校と情報交換を行い、共通して指導することを話し
合った。育友会の会議が同一日にならないように計画した。

・学習指導では中学校と共通理解を図り
たい。
・中学校区の教育相談部会を継続し情
報交換を行う。
・長期休業中の保育参観を継続。小中
研修会の実施

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・学校全体で西部型授業を意識して取り組み、授業の基本としてきた。次年度の課題として自己表現力の向上が挙げられる。授業の中に話し合い活動や発表などの自己表現をする活動を意図的に仕組んでいく。
・「にこ・きび・はき・どん」の合言葉で児童の行動目標を示し、学校全体で指導してきた。くり返し指導してきたので、児童には行動目標としての認識がある。次年度も継続して指導し、更に意識した行動ができるようにする。
・次年度の行事精選、実施方法等を中学校区の3校で連絡調整を行いながら検討してきた。育友会の理解と協力を得ながら業務改善を進め、これまで以上に児童理解の場を増やし、学習指導等を改善できる環境を作る。

校訓　「光る！」
は：励んで光る た：耐えて光る つ：つながって光る

①確かな、豊かな学力の向上
②思いやり、感謝する心の育成
③健康や安全における望ましい態度の習慣化

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

教
育
活
動

②思いやりや感謝する心の育成

教
育
活
動

③健康や安全における望ましい態度の習慣化

学
校
運
営

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目（あれば記入）

３　目標・評価

①確かな、豊かな学力の向上

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料２


